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回揺は， 栄菱分を体外で分見て吸収する従属栄釜生物である。 菌類の多くは多細胞生物で． 細い糸状の( I )でできて

いる。 ( I )を構成する細胞には多糖類の一種であるキチンなどを含む( 2 )が存在する。 苗類の中には， 植物の根に

倭入し， （ 3 ）を形成して共生するものがいる。 このような菌類を( 4 )という。 柏物は． （ 5 ）により産生した布桟

物を( 4 )に供給する。 一方． （ 4 ）は， 柏物の成長に必疫なリンや空),；などの煕機塩類を土壌から吸収し． 植物に供給

する。 このような( 4 )と植物問の共生1関係を( 6 )という。

問1 文中の( I )~( 6 )に当てはまる適切な品句を笞えなさい。

叫2 下綜について． 以下のW~1H1より従屎栄投生物を全て選び． 記号で笞えなさい．

IA)硝佗歯

IE) 根粒菌

(8)大脱括

IF） 硫貨細菌

ICI ネンジュモ

IGI ミカヅキモ

問3 以下のIAJ-IE)の特徴をもつ菌類を選択肢より1つずつ選び， 品号で答えなさい。

IA) 一生を単細胞で過ごし， 出芽などにより増殆する。

(B） 糀毛をもつ辿走子と呼ばれる胞子をつくる。

ICI 環税が．煎化すると， （ 1 ）の一部同士が接合して接合胞子のうを形成する。

IDI 袋状の子のうの中で胞子がつくられる。

IEI ( I )が発心して形成された大型の子丈体に担子器がつくられる。

【選択肢】

（ア） クモノスカピ

Iオ） 酵母

（イ1 キイロタマホコリカピ （ウ1 アカバンカピ

切） シイタケ Iキ） イシクラゲ

（D)乳飲隕

1H) ゼニゴケ

（エ） カエルッポカピ

問4 パンや酒類の製造に用いられる肪母は． アルコ＿ル発酵によりATPを合成することができる。 以下のW~(E)(J)うちア

ルコ＿ル発酢について正しい記述を全て選び． 記gで答えなさい。

仇反応過程でATPは沿費されない。

(BJ 反応過程で1分子のグルコ ースから2分子のビルピン陪が生じる．

ICI 反応過匠でNADHが酸化されてNAかに戻る。

1DI 反応過程で生じたアセトアルデヒドが酸化されることでエタノ ールが生じる．

(El ミトコンドリアのマトリックスで追行する反応である。

問5 問4の酵舟にグルコ ースを与えて培没した結果． 0,48 g の酸素が泊党され． I, I gの::.:酸化炭索が兌生した。 原子杖の

値は． C = 12. H = I. 0 = 16として以下の（ア）． （イ）の問いに答えなさい．

(71 酪母のアルコー ル発酵1こより生じた二醍化炭素のは(g)を答えなさい。 また． ill舟のアルコール発酵により生じた....:

陰化炭素が0℃.1013hPaの襟廿！状態において占める体梢(mL)を答えなさい．

（イ） 酵母が． 呼吸とアルコール発酵で消喪したグルコースの合計凩(g)を答えなさい。

国図2は腎臓で尿を生成する構造上の単位の投式図である。 血液中の血

球やタンバク質以外の成分は， 811位Aで示される( I )を構成する

( 2 )の毛細血℃史から( 3 )へろ迫され， （ 4 ）となって部位

Bから部位Eにいたる( 5 )へ送られる。 ( 4 )に含まれていた

物質址は( 5 )を通過する間1こ可吸収， 拡散などによって大きく変化

する。 N討は部位B, Tl, Fなどにおいて再吸収される。 また副腎皮質

から分泌される( 6 )は部位FにおけるNかの再吸収を調節してい

る．

( 5 )における( 4 )に含まれる物団の再吸収では． （ 5 ）の

管腔をおおう上皮細胞の細胞設に存在するさまざまな膜タンバク竹のは

たらきによって生じる， 細胞内外の各種イオンの濃度差がm要な役割を

呆たしている．

部位Dの行腔をおおう上皮細胞では図3に示すようなタンバク阿が

細胞股に 発現し て い る． タンバク質WIまNa
―

-K'-ATPase（ボン

プ）． タンバク'l'tXはNa'-K'-2CI
―

J’；餘送体 ， タンパク質YはK'

チャネル， タンバク質ZはC|
―

チャネルである。 基底膜側にあるタン

パク質w（ボンブ）がATPを梢残して細胞内Nかの濃度を変化させる

とそれに伴い菅腔側のタンパク牧Xを介してNa', K', C「の各イ

オンが1 ; 1 : 2の比率で細胞内に流入する。 細胞内に流入したK'は

タンパクl1Yを介して行詑側に再硲閃するので， 結果としてNaClが菅

腔側から取り込まれたことになる． Ill胞内に取り込まれたCl
―

は岳底

膜側にあるタンバクnz を介して血菅町に輸送される。 このようにし

て， 部位DではATPを消費して迂腔側からNaClを細胞内に取り込み

血管側に輸送している。
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Ill] I 文中の( I )~( 6 )に当てはまる適切な記句を答えなさい。

I：月2 タンパクi'(WはATPを/JII水分射する際に得られるエネルギーを用いて陽イオンを輸送する。 図3の中に示された

IJ\J. 18)に柑当するイオン名を吝えなさい。

問 3 行腔内を流れる( 4 )中にタンバク!'lXの頃能を阻害する薬物が含まれている場合、 西腔内を流れる( 4 )中の

Na'の濃度はどのように変化するか． 50字以内で答えなさい。

問4 もしタンバク践Yの機能が変化したために． K'の再箔閃が起こらなくなると． （ 4 ）巾のN討の濃度はどのよう

に変化するか． 50字以内で答えなさい。

し




